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1.　はじめに

近年，清掃工場や電気炉などの各種工業炉から排出され
るダイオキシン類（DXN類）が社会問題となっており，対
策が求められている。清掃工場の排ガス中の DXN類低減
方法として現在最も多く用いられている方式は粉末活性炭
吹込だが，より排出基準値が厳しい条件下でも対応可能な
装置としては活性炭吸着装置が採用されている。しかし，
従来の活性炭吸着装置は大型であり，また可燃性の活性炭
を多量に充填することから発火防止対策なども必要なため，
清掃工場での採用は一部に限定されていた。

JFEエンジニアリングでは，活性炭吸着装置の一層の普
及を目指し，DXN類や揮発性有機性化合物などの微量有
害物質に対する高い除去性能と小型化の両立を目指した小
型活性炭吸着装置「JFEガスクリーン DX」を開発した。

2.　JFEガスクリーン DXの特徴

Fig. 1に本装置の外観図を示す。本装置は排ガスと充填
活性炭を効率的に接触させることにより排ガス中の微量有
害物質を吸着除去する。活性炭充填部はカートリッジ構造
とし，筐体からのカートリッジ脱着が容易な構造としてい
る。カートリッジ内部の活性炭と排ガスの接触部分では，
排ガスを適切に分流しクロスフロー構造とすることによっ
て，高い DXN類除去性能を有したまま，排ガスとの接触
抵抗（圧力損失）を約 1 kPa（100 mmAq）以下まで低減さ
せている。
粒状活性炭を内部に大量に充填する活性炭吸着装置で



新型活性炭吸着装置「JFEガスクリーンDX」


